
【タスク・シフト／シェアに関するアンケート調査のお願い】 

 

 平素より本会の活動にご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 

 ただいま日本診療放射線技師会では、2025年 7月 1日から 8月 31日（9月 16

日まで延長）の期間にて「告示研修・タスクシフト/シェアに関するアンケート調査」を

実施しております。 

 この調査は、診療放射線技師による拡大業務の実施状況と現場の課題を把握し、

厚生労働省に提出する資料として活用することで、今後の制度設計や政策提言に

つなげ、職域拡大・処遇改善を推進するための極めて重要な調査です。 

特に今回は、告示研修 5年計画の最終年度にあたり、将来の制度に大きく影響す

る節目となります。 

 本調査の結果は、今後の私たちの働き方や職域の広がりに直接つながるもので

す。 

 大変お忙しい中とは存じますが、ご施設内での周知やお声がけも含め、何卒ご協

力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 なお、会員・非会員を問わずすべての診療放射線技師が対象です（所要時間：約

5分）。    

タスク・シフト / シェアに関するアンケート調査 のご回答はこちら  

  

 

  

 なお、当アンケートの依頼は本会のホームページ、 会誌 8月号（14ページ）、 グ

ループ LINE（7月 30日配信）、 メールマガジン（8月 6日配信）にも掲載されてお

ります。 

 

 皆さまのご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。 

 

 

 

https://q.bmd.jp/91/1260/1584/3719025
https://q.bmd.jp/91/1260/1585/3719025


設問内容 

・ご施設の病床数を選択してください 

・ご施設の開設区分を選択してください。 

・勤務先の診療放射線技師の常勤換算人数。 

・技師会主催の告示研修を修了されましたか。 

・研修を修了して今後患者にタスクシフトシェアされた行為を行う自信はありますか。 

・検査時の静脈路の確保業務を行っていますか（CT・MRI・RI）。 

・RI検査時の医薬品の注入。 

・動脈路に造影剤の注入装置を接続(IVR,血管撮影）。 

・造影剤を投与するための注入装置の操作。 

・下部消化管造影剤及び空気を吸引(大腸の検査)。 

・上部消化管にて鼻腔カテーテルから造影剤の注入（胃の検査）。 

・病院、診療所以外の患者自宅等での超音波検査（US）。 

・拡大した業務について医師・看護師等と業務領域を明確に分けていますか。 

・業務拡大行為を行っているいるご施設でアクシデント報告の件数について伺いま

す。 

・放射線部全体に占めるアクシデント報告のなかで、拡大された業務に関する報告

の割合はどのくらいでしょうか。 

・医師の働き方改革を進めるための「医師の労働時間短縮計画」の策定に向けた院

内会議の開催状況を教えて下さい。 
  

 


